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目的 オオクチバス（以下バス）成魚を駆除

によって減少させた水域（例えば彦根市にあ

る曽根沼）では、バスの当歳魚が急増する現

象（リバウンド現象）が発生している。この

現象の原因を解明するためには、バスの初期

減耗要因の把握が必要である。魚食性魚種に

おいては、共食いが重大な初期減耗要因とな

ることが知られていることから、本研究で

は、1歳以上バスによる当歳魚バスの捕食と

餌選択について、試験池で調査した。 

方法 試験池（4m×2m×水深 0.6m）に、コン

クリートブロック 6個（3個×2か所）とコイ

科魚類の産卵基体（商品名キンランを張った

枠）1個を稚魚の隠れ場所として入れた。そ

こに、ほぼ同じ大きさ（標準体長 20～47mm）

のバス、ブルーギル（以下ギル）、在来魚（ホ

ンモロコまたはニゴロブナ）の各稚魚を 10尾

ずつ入れて 1日馴致した後、捕食者として 1

歳以上のバス 1尾（標準体長 146～235mm）を

入れた（図）。その後 1～3日間飼育し、飼育

期間終了時に池の水を抜いて残っている各魚

種の尾数を数えた。減少分は 1歳以上のバス

に捕食されたとみなした。実験は 18 回繰り返

し、供試魚は毎回入れ替えた。 

結果 水温は 23.0～29.8℃の範囲であった。

捕食された尾数は 18 回全てで在来魚が最も多

く（表）、バスおよびギルの稚魚との差は有意

であった（Scheffé’s F- test、ホンモロコ－ギル

P<0.01、ホンモロコ-バス P<0.05、ニゴロブナ－ギル

P<0.01、ニゴロブナ－バス P<0.01）。また、18回

中 16回で、捕食された尾数はギル稚魚が最も

少なく、バス稚魚との差は有意であった

（Welch’s T-test バス－ギル P<0.01）。本研究の結果

は、バス 1歳以上魚が在来魚の稚魚を選択的

に捕食することを示しており、在来魚生息量

が増加すると共食いによるバス稚魚の減耗が

軽減されると考えられる。 

図 試験池の概要 
（在来魚は 

ホンモロコまたは

ニゴロブナ） 

表 試験池におけるオオクチバスの捕食選択性結果 
捕食された尾数

バス ギル ホンモロコ

稚魚 稚魚 稚魚

1 0 0 1 1

2 4 2 6 12

3 0 1 2 3

4 5 2 10 17

5 5 4 6 15

6 3 2 10 15

7 8 3 10 21

8 2 1 9 12

9 2 0 5 7

平均 3.2 1.7 6.6 11.4

標準偏差 2.6 1.3 3.5 6.6

捕食された尾数

バス ギル ニゴロブナ

稚魚 稚魚 稚魚

10 3 0 5 8

11 4 2 8 14

12 0 0 4 4

13 3 0 6 9

14 1 0 6 7

15 6 1 10 17

16 3 0 6 9

17 6 4 10 20

18 1 0 6 7

平均 3.0 0.8 6.8 10.6

標準偏差 2.1 1.4 2.1 5.3
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